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　2050年の温室効果ガス排出実質ゼロの達成を目指し、小水力発電、太陽光発電などの
再生可能エネルギーの有効利用、自然流下方式による水道システムや上流からの取水の
優先的利用による位置エネルギーの有効利用、設備の更新に合わせた高効率機器・省エネ
ルギー機器の導入など、地球温暖化対策を推進します。 

効 果
●再生可能エネルギーの有効利用により、地球温暖化対策に貢献できます。 
●自然流下による水道システムや上流からの取水の優先的利用、省エネル
　ギー機器の導入により、地球温暖化対策に貢献できます。

　水道・工業用水道事業では、貴重な水資源を有効に利用し、使用者へ水を安定的に供給
しています。しかし、その事業活動の過程においては、多くの電力を消費するとともに、温
室効果ガスや廃棄物を排出しており、環境に配慮した事業運営に取り組んでいくことが
求められています。 
　地形や水位の高低差を利用した小水力発電や、浄水場や配水池の上部を利用した太陽
光発電など、再生可能エネルギーの有効利用を図るとともに、自然流下方式の水道システ
ムの継続やポンプ設備等の更新に合わせた高効率機器・省エネルギー機器の導入など省
エネルギー対策により、温室効果ガスの削減に努めています。 

・小水力発電、太陽光発電など再生可能エネルギーの有効利用
・自然流下による水道システムの継続
・設備の更新等に合わせた高効率機器・省エネルギー機器の導入

現状と課題 地球環境への対応（地球温暖化対策）

現 状

これまでの取組

施策7 水道・工業用水道の地球温暖化対策
（４）水環境・地球環境への配慮（４）水環境・地球環境への配慮 環境
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課 題

・脱炭素社会の実現に向けて、再生可能エネルギーの有効利用や省エネルギー対策など、
温室効果ガスの削減に継続して取り組む必要があります。
・導水ポンプの消費エネルギーの削減などを目的とした上流からの取水の優先的利用を
推進するため、水源を共にする県内水道事業者及び企業団と連携して取り組む必要があ
ります。

・再生可能エネルギーの有効利用
小水力発電の継続（鷺沼配水池・江ヶ崎制御室・平間調整池）
太陽光発電の継続（長沢浄水場・生田配水池）

・再生可能エネルギーの活用に向けた検討
施設上部への太陽光発電設備の導入検討
江ヶ崎制御室小水力発電設備の更新検討

計画期間の取組内容

配水池上部を利用した太陽光発電高効率な工水2号送水ポンプ

小水力発電の仕組み

発電機
入口弁

流量調整弁

水
流

出口弁

取組25 再生可能エネルギーの有効利用 水道 工水 下水

配水池

浄水場
高低差

水流

回転力

水 車

水流

発電

発電機
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水道・工業用水道施設における再生可能エネルギーの活用状況

平間調整池小水力発電設備 長沢浄水場太陽光発電設備

R4 R5 R6 R7

小水力発電・太陽光発電

再生可能エネルギーの
活用に向けた検討

継続実施

継続実施

年次計画

令和3年度末（見込み）指標名

再生可能エネルギー
による発電量 3,790,000kWh/年 3,520,000kWh/年

 令和7年度末

指標

※小水力発電設備の更新に伴い、令和6・7(2024・2025)年度は江ヶ崎制御室の発電量50％減を見込んでいる。

平間調整池（小水力）
発電出力　約120 kW
運転開始　平成28年5月
※民間との共同事業
※全量売電

生田配水池（太陽光）
発電出力　約1,000 kW
運転開始　平成28年4月
※民間との共同事業
※全量売電

鷺沼配水池（小水力）
発電出力　約90 kW
運転開始　平成18年9月
※民間との共同事業
※全量売電

江ヶ崎制御室（小水力）
発電出力　約90 kW
運転開始　平成16年4月
※民間との共同事業
※全量売電

末吉配水池（太陽光）
導入を検討

長沢浄水場（太陽光）
発電出力  約1,100 kW
運転開始  平成27年2月
※局施設
※自家消費
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取組26 省エネルギー対策 水道 工水 下水

・自然流下による水道システムの継続
 　地形の高低差による位置エネルギーを生かした自然流下による水道システムを継続
します。

・上流取水の優先的利用の推進
 　浄水場の統廃合に伴い未利用となった相模川上流の水源水量（14.2万㎥/日）を活用
し、企業団西長沢浄水場の取水の一部を下流から上流へ振り替え、導水ポンプが消費
する電力を削減する取組を進めます。

・高効率機器・省エネルギー機器の導入
 　設備更新などに合わせて、エネルギー使用の合理化に関する法律の基準を満たした
トップランナー変圧器等を導入します。また、LED照明設備など省エネルギー機器の
導入を進めます。

計画期間の取組内容

自然流下による水道システム

長沢浄水場

西長沢浄水場（企）

（企）導水管
（丹沢湖〜酒匂川より）

津久井分水池

下九沢分水池

●相模湖　167.0m

●津久井湖　124.0m
●津久井分水池　115.0m

●下九沢分水池　112.2m

●長沢浄水場　78.0m（配水池）

標高 0m

●（企）西長沢浄水場（浄水池）　83.4m

配水池、配水塔・ ・ ・

相模湖

津久井湖

第１導水ずい道

第２導水ずい道
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上流取水の優先的利用（イメージ）

R4 R5 R6 R7

上流取水の優先的利用の推進

自然流下による
水道システムの継続 継続実施

高効率機器・
省エネルギー機器の導入 継続実施

事業推進

年次計画

令和3年度末（見込み）指標名

温室効果ガス排出量の
削減割合※（2013年度比） 44.9% 53.3%

 令和7年度末

指標

※ 目標値を算定する上で使用する電力排出係数は、川崎市地球温暖化対策推進基本計画において市役所の温室効果ガス排出目標量を
　 算定する際に使用した値を用いる。

124m

標高

90m

10m

8m

川崎市
潮見台浄水場
（廃止）

企業団
西長沢浄水場

酒
匂
川

相
模
川企業団導水管

ポンプ圧送
消費電力
DOWN

飯泉取水堰

相模大堰 自然流下による水の流れ
ポンプ圧送による水の流れポンプ圧送による水の流れ
企業団導水ポンプ企業団導水ポンプP

P

P
ポ
ン
プ
圧
送

ポ
ン
プ
圧
送

自然流下

上流取水

川崎市第2導水ずい道

沼本取水口

下流取水

未利用となった本市の水源
水量を企業団浄水場で活用

取水量
DOWN

優先的に利用

上流からの
取水量UP

P
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施策8 水道・工業用水道の資源・施設の有効利用
　循環型社会の構築に向けて、浄水場における水処理の過程で発生する浄水発生土を、埋
戻材料となる改良土の原材料やセメント原料等として有効に利用します。また、水道・工
業用水道工事で発生する建設副産物のリサイクルを推進するとともに、再生資源材料を
工事に積極的に活用します。さらに、水道・工業用水道の施設の上部空間などの有効利用
により快適な地域環境の創造に貢献します。

効 果

現状と課題 水道・工業用水道の資源・施設の有効利用

現 状

課 題

これまでの取組

　環境問題は、世界的規模での課題として対策が必要とされており、循環型社会の構築に
向けた各種取組が進められています。水道・工業用水道事業においても、資源の有効利用
や廃棄物の減量化等の対策を積極的に推進し、環境保全に対する社会的責任を果たして
いく必要があります。
　浄水場の水処理過程で発生する浄水発生土を改良土の原材料やセメント原料等として
有効利用することや、工事で発生するアスファルトコンクリート等の建設副産物をリサ
イクルして利用しています。
　水道・工業用水道施設の有効利用として、水や緑を身近に感じていただく場所の創出を
目指し、鷺沼配水池上部のふれあい広場や、生田配水池敷地内通路を隣接する公園までの
散策路として整備し開放するなど、市民に憩いの空間を提供しています。

・浄水発生土の有効利用
・再生資源利用の推進
・水道・工業用水道施設の上部空間などの有効利用

・持続可能な循環型社会の構築に貢献するため、浄水発生土の有効利用や再生資源材料の
活用を継続する必要があります。
・水道・工業用水道施設の上部空間などの利用を推進する必要があります。

●浄水発生土の有効利用や再生資源材料の活用により、循環型社会の構
築に貢献できます。

●施設の上部空間などの有効利用により、快適な地域環境の創造に貢献
できます。
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R4 R5 R6 R7

施設の上部空間などの
有効利用

長沢浄水場・生田浄水場の
浄水発生土の有効利用 継続実施

継続実施

年次計画

令和3年度末（見込み）指標名

浄水発生土有効利用率 100% 100%

 令和7年度末

指標

・浄水発生土の有効利用
 　（長沢浄水場：改良土の原材料、セメント原料等）
 　（生田浄水場：改良土の原材料）
・水道・工業用水道施設の上部空間などの有効利用の継続及び環境整備
 　（鷺沼配水池、生田配水池、生田浄水場など）

計画期間の取組内容

浄水発生土（生田浄水場）

生田配水池敷地内の散策路 生田浄水場内の有効利用イメージ図

鷺沼配水池上部のふれあい広場浄水発生土（長沢浄水場）

取組27 資源・施設の有効利用 水道 工水 下水
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・再生資源材料の工事への積極的な採用
・工事で発生した建設副産物のリサイクルの推進

計画期間の取組内容

建設副産物リサイクル概念図

リサイクル施設

建設副産物 工事資材

水道工事・工業用水道工事

R4 R5 R6 R7

建設副産物リサイクルの推進

再生資源材料の採用の推進 継続実施

継続実施

年次計画

取組28 再生資源利用の推進 水道 工水 下水

再生

活用発生

搬入




